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１面 

セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ
（
藤
藪
庸
一
） 

も
う
四
年
に
な
る
。 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
凶
弾
に
倒
れ
た
中
村
哲
氏
。 

医
師
と
し
て
活
動
し
て
い
る
中
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

人
々
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
の
は
き
れ
い
な
水
だ
」
と
、

分
か
っ
た
中
村
氏
は
、医
療
行
為
で
は
な
く
、水
路
づ
く
り

を
始
め
た
。 

自
分
の
専
門
分
野
を
超
え
た
活
動
は
、砂
漠
を
草
原
に

変
え
て
い
っ
た
。戦
争
で
荒
れ
果
て
た
農
地
を
復
活
さ
せ
、

飢
餓
と
貧
困
の
中
、戦
争
に
行
く
し
か
な
か
っ
た
若
者
が
農

地
に
帰
っ
て
来
た
。そ
し
て
、き
れ
い
な
水
と
農
作
物
は
、幼

子
た
ち
の
健
康
問
題
を
も
改
善
し
て
い
っ
た
。 

水
路
建
設
を
進
め
て
い
く
活
動
は
、中
村
氏
の
死
後
も

続
い
て
い
る
。こ
の
事
実
は
、ひ
と
り
の
人
の
決
断
と
行
動

に
人
々
の
共
感
と
行
動
が
加
わ
れ
ば
、創
始
者
の
死
で
終

わ
ら
な
い
、死
を
越
え
て
さ
ら
に
続
け
ら
れ
て
い
く
活
動
に

な
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。 

世
の
中
は
変
わ
ら
な
く
て
も
、希
望
が
感
じ
ら
れ
る
一

筋
の
光
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。目
の
前
の
課
題
に
真

摯
に
向
き
合
い
、本
当
に
必
要
な
も
の
は
何
か
を
見
出
し

て
、専
門
分
野
を
措
い
て
で
も
、今
必
要
な
こ
と
を
満
た
す

た
め
に
動
い
た
決
断
と
行
動
力
を
見
倣
い
た
い
。 

 

こ
ど
も
の
こ
と
、親
の
こ
と
、家
族
の
こ
と
で
悩
み
事
の
あ
る
方
、地
域
や
学
校
で
気
に
な
る

児
童
・生
徒
の
こ
と
を
心
配
さ
れ
て
い
る
住
民
の
方
や
先
生
方
、〝の
こ
の
こ
〟の
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。小
学
生
・中
学
生
・高
校
生
も
相
談
可
で
す
。 

 

一
人
で
悩
ま
ず
に
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か 

上
記
の
と
お
り
、セ
ン
タ
ー
が
白
浜
駅
近
く

の
「
元
、
協
栄
生
命
（
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
）
ビ

ル
」
に
４
月
ま
で
仮
移
転
し
て
い
ま
す
。 

一
階
入
っ
て
す
ぐ
右
側
が
事
務
所
で
す
。相

談
室
は
２
階
で
、左
の
写
真
の
通
り
、明
る
く

て
広
い
部
屋
で
相
談
し
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
電
話
、メ
ー
ル
、ラ
イ

ン
で
連
絡
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。そ
こ
か
ら
、

一
緒
に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、よ
ろ
し
け
れ
ば
セ
ン
タ
ー
に
来
所 

   

令和５年１２月号 
（第７号） 

 

くまのっ子児童家庭支援センターのこのこ649-2211和歌山県西牟婁郡白浜町堅田１４８４－１平日９：００～～１７：４５  

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

相
談
に
は
、臨
床
心
理
士
や
精
神
保
健
福

祉
士
、社
会
福
祉
士
、保
育
士
、元
教
員
が
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
内
容
に
応
じ

て
、複
数
の
専
門
職
が
一
緒
に
お
話
を
伺
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
相
談
は
、
お
子
さ
ん
、
保
護
者
の

方
、祖
父
母
等
家
族
の
方
、学
校
の
先
生
方
、

福
祉
の
専
門
職
の
方
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。学
校
や
福
祉
機
関
等
か
ら
の
紹
介
で
と

い
う
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

場
合
に
よ
っ
て
は
ご
家
庭
や
学
校
へ
の
訪
問

に
よ
る
相
談
・支
援
も
実
施
し
て
い
ま
す
。 

内
容
は
、
学
校
へ
行
け
な
い
、
行
き
づ
ら

い
、
生
活
行
動
面
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ

る
、子
育
て
に
つ
い
て
、成
長
・発
達
に
つ
い
て

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
で
す
。解
決
に
向
け
て
、お

子
さ
ん
、保
護
者
さ
ん
、学
校
、関
係
機
関
が

つ
な
が
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、そ
の
よ
う
な
場
合
は
事
態
が
好
転
に
向

か
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。 

ど
う
か
お
一
人
で
悩
ま
ず
に
一
緒
に
考

え
ま
せ
ん
か
、
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。来
所
・訪
問
に
よ
る
相
談
日
時
は
、平
日

の
９
時
か
ら
17

時
45

分
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

  

駐車場（建物裏） 

相談室 
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月 依頼団体等（代表例） テーマ 

５ 
みなべ町子ども家庭支援ネットワーク

協議会 
地域での見守り支援について 

６ 
上富田町要保護児童対策地域協議会

代表者会議 

児童家庭支援センターがなぜ必要かと考えたことと、の

このこの事業説明 

８ 川辺西小学校職員研修 合理的な配慮が必要な児童の見取りと支援について 

８ 白浜第二小学校職員研修 児童理解と支援の意義と方法 

10 岩田小学校保護者学級 子どもの人権を大切にした子育てについて 

10 稲成小学校教育講演会 子どもへの関わり方や子育てについて 

10 東牟婁地方養護教諭研究会 ヤングケアラーの問題について 

10 中山路小学校 
「子どもの権利条約」や「困ったときの対処の仕方」

を通して親子で人権を考える 

２面 

各
所
で
お
話
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す 

和
歌
山
白
浜
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

は
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
、
白

浜
町
中
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ソ
フ

ト
白
浜
本
社
の
東
館
を
お

借
り
し
て
、
教
室
が
運
営
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現

在
、
１
、
２
年
生
の
生
徒
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
通

信
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

    

子どもの福祉その⑤「こども基本法」 

 

い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん
か 

 
 

 

こどもの権利等を定めた「こども基本法」が令和 4

年6月に国会で成立し、令和5年4月1日に公布さ

れました。この法律には、こどもたちが持つ権利や、こ

どもたちを守るために政府がどのようなことをするか

が書かれています。 

こども基本法は、こどもたちが将来にわたって幸せ

な生活を送ることができる社会を目指し、こども政策を

総合的に推進することを目的としています。 

【こども基本法の柱】 

①だれのためのルール？ 

・「こども基本法」のいう「こども」とは「心身の発達の

過程にある者（からだと心が成長している途中の人）」

とされ、年齢のきまりはありません。 

②どんなルール？ 

・すべての子どもが個人として尊重され、基本的人権が 

 

保障され、差別的な扱いを受けないようにすること 

・すべての子どもが、適切に育てられ、愛され、保護されるこ

と、教育を受ける機会が等しく与えられること 

・すべての子どもが、意見を表明したり、社会活動に参加し

たりする機会があること 

・すべての子どもの意見が尊重され、最善の利益が考慮さ

れること 

③ なにが変わるの？ 

・「こども家庭庁」ができ、「こども大綱」（こども施策」の方

針）が定められます。「こども施策」を具体的に進めるため、

「こども政策推進会議」で話し合いがされます。他省庁や自

治体の政策が不十分な場合は「勧告」することができます。 

 

次回も、「こども基本法」について学びを進めていきたい

と思います。 

知ろう、考えよう 

明誠高校ＳＨＩＰについては、https://meisei-ship.com/ship.htmlをご覧ください 

ご存じですか通信制高校和歌山白浜ＳＨＩＰ 
お
近
く
に
あ
り
ま
す 

明
誠
高
校 

広
域
通
信
課
程 

の
こ
の
こ
の
母
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
白

浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、益

田
永
島
学
園
明
誠
高
等
学
校
の
広
域

通
信
課
程
和
歌
山
白
浜
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｐ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
明
誠
高

校
広
域
通
信
課
程
に
在
籍
す
る

生
徒
の
約
７
割
が
、
学
校
に
行
き

づ
ら
か
っ
た
、
不
登
校
だ
っ
た
、
学

校
生
活
に
な
じ
め
な
か
っ
た
生
徒

で
す
。
そ
の
多
く
が
、
入
学
後
は

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
に
積
極
的
に
通
い
、 

   前
向
き
な
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。 

明
誠
高
校
が
認
定
し
た
広

域
通
信
課
程
の
学
校
生
活

支
援
拠
点
の
教
室
を
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｐ
（
シ
ッ
プ
）
」
と
呼
び
、
生
徒

は
、
全
国
の
い
ず
れ
か
の
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｐ
に
所
属
す
る
体
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

    

の
こ
の
こ
で
は
、セ
ン
タ
ー
長
や
相

談
員
が
、学
校
や
市
町
等
の
様
々
な
団

体
か
ら
、
声
を
お
か
け
い
た
だ
い
て
、

講
師
と
し
て
お
話
し
を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。開
所
以
来
の
代
表
的
な

も
の
を
下
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

保
護
者
向
け
で
は
、子
育
て
の
お
話

の
依
頼
が
多
く
、教
員
向
け
で
は
、子

ど
も
理
解
や
配
慮
を
要
す
る
児
童
生

徒
支
援
に
つ
い
て
の
お
話
の
依
頼
が
多

い
で
す
。ま
た
、今
日
的
課
題
で
あ
る

「
合
理
的
な
配
慮
」
や
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
も
あ
り
ま
す
。 

12

月
以
降
で
は
、次
の
お
声
掛
け

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

12

月
15

日(

金)

19

時
か
ら
、す

さ
み
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、す
さ
み
町

い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
「
自
殺
防

止
、虐
待
、不
登
校
の
取
組
の
現
場
か

ら
」
、
12

月
18

日
（
月
）
14

時
15

分
か
ら
、田
辺
市
立
本
宮
中
学
校
で
、

人
権
擁
護
連
盟
本
宮
支
部
研
究
大

会
・
小
中
学
生
人
権
お
話
会
合
同
大 

 会
「
基
礎
学
力
・基
礎
体
力
・社
会
性~

自
殺
志
願

者
と
関
わ
っ
て
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
～
」
を
藤
藪

セ
ン
タ
ー
長
が
話
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。ま
た
、１

月
21

日(

日)

13

時
30

分
か
ら
田
辺
市
民
総

合
セ
ン
タ
ー
で
、男
女
共
同
参
画
推
進
員
聞
企
画

講
座
で
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
っ
て
？
」
を
栗
田
相
談
員
が

話
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。 

  

稲成小学校教育講演会 

 

https://meisei-ship.com/ship.html
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